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調査協力者　大学教員 350 名（男 284 名，女 66 名；国立 116 名，公立 14 名，
私立 220 名），平均年齢 51.8 歳（範囲 32-76）であった。調査会社に依頼し，





























































































84.6%，非常勤 15.4% であった。③職種は，教授 34.0%，准教授 31.4％，
講師 24.3％，助教 10.3% であった。④専攻領域は，文・人文系 18.6％，法・
政治系 6.0％，教育系（心理を除く）5.1%，心理系 3.1%，社会・国際系
2.3%，経済・経営系 7.1%，生活科学系 1.1%，芸術系 4.3%，情報系 3.1%，
生物化学系 7.4%，工学系 15.7%，医療系 17.4%，その他 8.6% であった。
⑤ 勤 続 年 数 の 割 合 は， ５ 年 未 満 8.3%， ５ ～ 10 年 18.0%，11 ～ 15 年
15.4%，16 ～ 20 年 19.1%，21 年以上 39.1% であった。⑥ホームルームを
担当しているのは 21.0%，⑦ゼミを担当しているのは 65.4%，⑧研究室で
日常的に学生がいる状態で研究指導をしているのは 44.3% であった。⑨所
属大学の設立形態は，国立 33.2%，公立 4.0%，私立 62.9% であった。⑩所
属大学の規模は，1,000 人以下 19.4%，1,001 ～ 5,000 人 35.4%，5,001 ～
10,000 人 16.9%，10,001 人以上 28.3% であった。
（2）全体の相関分析






















　LD，ADHD 及び ASD それぞれの知識のあり・なし別で，「知っている」
を４点～「知らない」を１点として点数化し，一要因分散分析を行った。
その結果，いずれも LD 及び ADHD よりも ASD に関する知識が有意に
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